
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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各都道府県の連携を緊密にして、地方自治の円滑な運営と進展を図るとともに、国への積極的な政策提言を行う。
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企画振興部 課・室

【現状】

全国知事会や関東・中部圏のブロック知事会等の取組を通じて、地方自治の円滑な運営と県政の重要課題に係る国への積極的な政策提
言・要望等に取り組んできた。地方分権を一層推進し、県政を効果的に運営するためにも、引き続き各都道府県との連携を進める必要があ
る。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail seisaku@pref.nagano.lg.jp

総合政策課

実施期間

02 01 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検
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【実施内容】

各都道府県の連携により国への積極的な政策提言・要望を実施。
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「提案募集方式」における本
県提案が国の対応方針等に
反映された割合

％

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

本県だけでは解決できない課題等については国や他県と連携して
対応することが必要。

各都道府県の連携を一層緊密にして国への政策提言を行う。

主な取組

✔各都道府県の連携により国への積極的な政策提言・要望の実施

　○全国知事会
　・６月会議(Web会議: R3.6.10)、 11月会議(東京都:R3.11.26)が開催され、
　　翌年度国の施策並びに予算に関する知事会の要望等を審議、決定。本県は
　　脱炭素・地球温暖化対策本部長として「脱炭素社会の実現に向けた対策の推進」
　　等について提案・要望を提出。
　・新型コロナウイルス感染症対策に関して、新型コロナウイルス緊急対策本部や
　　国との意見交換、緊急提言・緊急申し入れ等を実施。
　
　○関東知事会
　・春の定例会議（書面開催：R3.5.28）において、本県からは
　　「脱炭素社会の実現に向けた対策の推進」について提案・要望を提出。
　・秋の定例会議（Web会議：R3.10.20）において、本県からは
　　「ウィズコロナ・ポストコロナの観光振興」について提案・要望を提出。

　○中部圏知事会
　　春の定例会（Web会議：R3.5.17）及び秋の定例会（Web会議：
　　R3.10.15）において、本県からは「デジタルトランスフォーメーション
    （DX）実現に向けた取組の支援」「豚熱・アフリカ豚熱対策と感染拡大防止」について
　　提案・要望を提出。

　〇長野県の実情を踏まえた分権・規制改革提案
　・関係団体等の意見を基に、国への提案を実施。

1.国に対する本県提案・要望の実現状況を示すため、会議としてフォローアップを行っている「関東地方知事会」における本県提案・要望
事項が、国の施策に反映された割合を指標に設定。近年（H29～R1）の平均（50％）を目標値に設定。

２.国への提案実施状況を示すため、「提案募集方式」等での本県提案が、国の対応方針等に反映された割合を指標に設定。近年（H29～
R1）の平均（47％）を目標値に設定。

達成状況
の分析

1.目標を達成できたものの、国の施策に反映された割合（R3春：提案４件、反映３件　R3秋：提案７件、反映３件）は昨年度よりも低い割合と
なった。理由としては、R3秋の観光振興等に関する要望が、新型コロナウイルス（オミクロン株）の流行等により、国において具体的な観光
施策等が講じられなかったことによる。

2.国との調整の中で、制度等の改正が必要と判断され、昨年度と同様に高水準の反映割合とすることができた。

全国知事会脱炭素・地球温暖化対策本

部長として、小泉環境大臣（当時）に

対して要請活動を実施 （R3.7.5）
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3 分権・規制改革提案経費

負担金

1 全国知事会等負担金
全国知事会、関東地方知事会、中部圏知事会、中部圏開発整備地方協議会及び日
本創生のための将来世代応援知事同盟において提言活動等を実施

直接
全国知事会、関東地方知事会、中部圏知事会、中部圏開発整備地方協議会及び日
本創生のための将来世代応援知事同盟において提言活動等を実施

直接

関係団体等の意見を基に、国への提案を実施

2 全国知事会等経費
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12,059 11,271 11,484
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